
一　

般　

質　

問

自
殺
対
策
相
談
窓
口

充
実
と
周
知
を

分
か
り
や
す
い

総
合
計
画
の
作
成
を

市
民
か
ら
の
相
談

窓
口
の
見
直
し
を

飯
野・垂
水
両
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
は
い
つ
か
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福
部
議
員　

本
市
で
は
自
殺
対
策

と
し
て
、
精
神
科
医
な
ど
へ
の
相
談

予
約
の
受
け
付
け
や
県
の
相
談
窓
口

の
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、
窓
口
の

充
実
や
周
知
を
図
る
た
め
、
常
設
の

相
談
窓
口
の
設
置
や
様
々
な
悩
み
の

相
談
先
が
分
か
る
本
市
独
自
の
相
談

窓
口
一
覧
表
の
作
成
、
周
知
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

健
康
課
で
は
心
の
健
康
や

精
神
的
な
不
調
に
関
す
る
相
談
や
支

援
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
の

相
談
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。
今
後

も
適
切
な
支
援
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
に
窓
口
と
し
て
体
制
づ
く
り
を
行

い
た
い
。
相
談
窓
口
一
覧
表
に
つ
い

て
は
、
市
民
会
議
の
皆
様
や
庁
内
会

議
と
連
携
を
し
な
が
ら
作
成
し
、
全

戸
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど

に
よ
り
周
知
啓
発
を
図
り
た
い
。

　

加
藤
議
員　

市
の
総
合
計
画
を
よ

り
市
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施

計
画
と
い
う
現
在
の
構
成
を
見
直
す

と
と
も
に
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中

心
の
記
述
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長
公
室
長　

こ
れ
ま
で
の
総
合

計
画
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
事
業

を
網
羅
的
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先
順
位
な

ど
が
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
に
く
い

面
が
あ
っ
た
。
次
期
総
合
計
画
の
策

定
時
に
は
で
き
る
限
り
シ
ン
プ
ル
で

明
確
な
構
成
を
目
指
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
第
１
次
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
策
定
の
際
に

は
、
重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
冒

頭
に
掲
げ
て
計
画
の
実
行
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
も
計
画
の
中
心
と

し
て
市
民
に
分
か
り
や
す
く
示
し
た

い
。

Ｑ
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Ａ

市民相談室

　

真
鍋
議
員　

災
害
時
の
避
難
所

は
、
緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
と
と
も

に
、
仮
の
生
活
を
送
る
避
難
所
と
し

て
の
役
割
も
あ
る
が
、
施
設
や
備
蓄

品
の
確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

本
市
の
避
難
所
の
う
ち
、

仮
の
生
活
を
送
る
避
難
所
は
94
施

設
、
要
配
慮
者
が
利
用
の
対
象
と
な

る
福
祉
避
難
所
は
22
施
設
指
定
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
福
祉
避
難

所
の
指
定
に
努
め
る
ほ
か
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
乳
幼

児
の
い
る
世
帯
や
女
性
へ
の
配
慮
を

定
め
る
な
ど
課
題
の
解
決
に
努
め
た

い
。
備
蓄
品
は
、
国
か
ら
の
救
援
物

資
が
供
給
さ
れ
る
ま
で
、
県
と
市
の

現
物
備
蓄
、
災
害
時
協
定
な
ど
に
よ

る
流
通
備
蓄
で
対
応
す
る
。
備
蓄
品

目
や
配
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

検
討
し
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

飯野コミュニティセンター

　

片
山
議
員　

市
長
が
設
置
し
た
市

民
相
談
室
、
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
問
う
。
市
民
か
ら
の
相
談
は
市

役
所
の
各
課
が
対
応
し
て
い
る
し
、

議
員
も
ま
た
市
民
か
ら
の
相
談
を
市

に
つ
な
い
で
い
る
。
財
政
が
厳
し
い

中
、
こ
の
２
つ
の
相
談
窓
口
は
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

市
長　

市
民
相
談
室
は
、
市
の
広

聴
業
務
を
担
い
、
市
民
の
意
見
を
デ

ー
タ
と
し
て
蓄
積
、
分
析
し
て
い

る
。
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能

を
発
展
さ
せ
た
い
。
ま
る
育
サ
ポ
ー

ト
は
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有

す
る
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
よ
り
一
層
の
機
能
強
化
を
図
り
、

子
育
て
世
帯
の
相
談
に
答
え
た
い
。

ＱＡ

　

横
田
議
員　

市
長
が
選
挙
公
約
に

掲
げ
て
い
た
飯
野
、
垂
水
の
両
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
い
つ

行
う
の
か
。
ま
た
、
財
源
に
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

生
活
環
境
部
長　

両
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
も
老
朽
化
が
著
し

く
、
耐
震
性
を
示
す
Ⅰ
ｓ
値
も
基
準

を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
の
で
、
具

体
的
な
整
備
年
次
は
現
時
点
で
は
示

せ
な
い
が
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
つ

つ
最
優
先
に
取
り
組
み
た
い
。

　

総
務
部
長　

財
政
調
整
基
金
は
、

特
定
の
施
設
整
備
の
財
源
と
す
る
性

格
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
両

セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
最
重
要
課
題
で

あ
る
の
で
、
整
備
に
着
手
す
る
よ
う

な
段
階
で
財
源
不
足
と
な
れ
ば
、
財

政
調
整
基
金
の
活
用
も
考
え
ら
れ

る
。

Ｑ

ＡＡ



一
　
般
　
質
　
問

児
童
虐
待
防
止

市
の
考
え
を
示
せ

子
ど
も
の
安
全
の
た
め

街
路
灯
の
充
実
を

中
央
保
育
所

ど
う
す
る
の
か

臨
時
保
育
士

急
が
れ
る
処
遇
改
善

高
齢
者
の

移
動
手
段
の
確
保
を

　
片
山
議
員
　
市
長
が
設
置
し
た
市

民
相
談
室
、
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
問
う
。
市
民
か
ら
の
相
談
は
市

役
所
の
各
課
が
対
応
し
て
い
る
し
、

議
員
も
ま
た
市
民
か
ら
の
相
談
を
市

に
つ
な
い
で
い
る
。
財
政
が
厳
し
い

中
、
こ
の
２
つ
の
相
談
窓
口
は
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
市
長　

市
民
相
談
室
は
、
市
の
広

聴
業
務
を
担
い
、
市
民
の
意
見
を
デ

ー
タ
と
し
て
蓄
積
、
分
析
し
て
い

る
。
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能

を
発
展
さ
せ
た
い
。
ま
る
育
サ
ポ
ー

ト
は
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有

す
る
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
よ
り
一
層
の
機
能
強
化
を
図
り
、

子
育
て
世
帯
の
相
談
に
答
え
た
い
。

　
神
田
議
員
　
本
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
相
談
件
数
と
推
移
、
内
容
及
び

そ
れ
ら
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　
市
長　

本
市
の
児
童
虐
待
の
延
べ

件
数
は
４
２
２
件
で
、
前
年
度
の
３

６
３
件
と
比
較
し
て
59
件
、
率
に
し

て
16
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
児
童
虐
待
延
べ
件
数
と
し
て

過
去
最
多
を
記
録
し
た
平
成
25
年
度

の
４
５
４
件
に
次
ぐ
数
字
で
あ
り
、

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

こ
の
為
、
子
育
て
支
援
課
に
設
置

し
て
い
る
家
庭
児
童
相
談
室
を
中
心

に
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え

て
い
る
家
庭
に
対
し
、
実
情
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
対
応
を
心
が
け
な
が

ら
、
適
切
な
助
言
や
指
導
を
行
う
こ

と
で
児
童
虐
待
に
発
展
し
か
ね
な
い

状
況
を
未
然
に
防
止
し
た
い
。

Ｑ

　
横
川
議
員
　
児
童
・
生
徒
の
通
学

路
の
安
全
確
保
は
行
政
の
責
務
で
あ

る
の
で
、
夜
間
の
安
全
面
を
考
慮
し

学
校
周
辺
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の

通
学
路
に
一
定
の
間
隔
で
街
路
灯
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　
教
育
部
長　

現
在
、
防
犯
対
策
と

し
て
の
街
路
灯
は
防
犯
灯
と
し
て
整

備
し
て
お
り
、
自
治
会
や
市
民
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
、
現
地
の
状
況
を

確
認
の
上
で
設
置
し
て
い
る
。

　

通
学
路
の
安
全
確
保
に
は
、
交
通

安
全
・
防
犯
・
防
災
の
３
つ
の
観
点

か
ら
子
供
の
目
線
で
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
学
校
の
立
地
条

件
等
に
よ
っ
て
も
状
況
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
今
後
各
校
に
対
し

て
学
校
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内

の
街
路
灯
の
現
状
把
握
や
、
必
要
性

の
調
査
を
実
施
し
た
い
。

ＱＡ

　
国
方
議
員
　
中
央
保
育
所
は
建
て

替
え
る
の
か
。
ま
た
す
る
と
す
れ
ば

い
つ
ま
で
に
か
。

　
こ
ど
も
未
来
部
長　

昨
年
度
中
央

保
育
所
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

た
が
、
施
設
の
使
用
期
間
は
お
お
む

ね
10
年
間
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
建
て
替
え
を
行
う
と
す
れ
ば
10

年
以
内
と
な
る
。
新
施
設
を
建
設
す

る
と
す
れ
ば
、
園
舎
の
設
計
を
初
め

と
し
た
建
設
工
事
な
ど
に
お
お
む
ね

３
、
４
年
は
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
実
施
す
る
こ
ど
も
未
来

計
画
の
中
間
見
直
し
の
中
で
、
中
央

保
育
所
を
初
め
と
し
た
老
朽
化
施
設

の
課
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
意
見
を
参
考
に
、
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
も
含
め
て
検
討

し
、
平
成
32
年
度
か
ら
の
次
期
こ
ど

も
未
来
計
画
の
中
で
明
ら
か
に
し
た

い
。

ＱＡ

中央保育所

　
内
田
議
員
　
待
機
児
童
の
解
消
や

保
育
の
質
の
向
上
な
ど
の
た
め
に
、

市
臨
時
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長　

公
立
保
育
所
に
お
け
る
安

定
的
な
臨
時
保
育
士
確
保
の
た
め
の

処
遇
改
善
は
今
後
も
必
要
で
あ
る

が
、
か
か
る
経
費
は
全
て
本
市
独
自

の
財
源
と
な
る
こ
と
か
ら
、
多
大
な

負
担
と
な
る
。
ま
た
臨
時
職
員
の
処

遇
改
善
に
よ
っ
て
市
内
民
間
保
育
園

の
保
育
士
確
保
を
圧
迫
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
全
園
で
の
ゼ
ロ
歳
児
保
育

や
午
後
７
時
ま
で
の
延
長
保
育
な

ど
、
共
働
き
家
庭
な
ど
に
お
け
る
保

育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
と
し
て
、
民
間

保
育
園
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

こ
の
為
、
民
間
園
と
の
均
衡
を
図

り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

処
遇
改
善
策
の
検
討
を
続
け
た
い
。

ＱＡ
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中
谷
議
員
　
「
車
に
乗
ら
な
く
な

れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
生
活
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
と
言
う
高
齢
者
の
『
足
』

の
問
題
に
急
ぎ
対
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
。
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
料
金
を

無
料
や
半
額
に
す
る
敬
老
パ
ス
の
導

入
②
バ
ス
に
乗
り
慣
れ
な
い
方
の
不

安
を
払
拭
す
る
分
か
り
や
す
い
、
目

的
別
路
線
図
や
時
刻
表
の
作
成
③
バ

ス
路
線
が
な
い
地
域
へ
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
な
ど
福
祉
有
償
運
送
の
具

体
的
検
討
を
提
案
す
る
。

　
生
活
環
境
部
長　

①
バ
ス
事
業
の

維
持
に
は
運
賃
収
入
の
確
保
は
必
要

で
あ
り
、
対
象
者
の
多
い
高
齢
者
の

運
賃
無
償
化
な
ど
の
導
入
は
慎
重
に

行
う
べ
き
。
②
高
齢
者
が
乗
り
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
調
査
研
究
す
る
。

　
健
康
福
祉
部
長　

③
地
域
の
助
け

合
い
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

ＱＡＡ



一　

般　

質　

問

（内 容）

（趣旨）………………
（理由）………………
　　　　………………
　　年　月　日
　　　　　住所
　　　　　氏名　　㊞
　丸亀市議会議長
　　　　○○○○様

（表 紙）

○○に関する請願
　　　　　（陳情）

紹介議員　氏　名　㊞

（　　　　）陳情には紹介議員は
必要ありません。

　

本
市
議
会
で
は
、
定
例
会
が

３
月
、６
月
、９
月
、12
月
の
年

４
回
開
催
さ
れ
、
本
会
議
は
通

常
午
前
10
時
に
開
会
し
ま
す
。

　

会
議
の
当
日
、
手
続
き
を
す

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。 議

会
を

見
に
来
ま
せ
ん
か

　

片
山
議
員　

市
長
が
設
置
し
た
市

民
相
談
室
、
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
問
う
。
市
民
か
ら
の
相
談
は
市

役
所
の
各
課
が
対
応
し
て
い
る
し
、

議
員
も
ま
た
市
民
か
ら
の
相
談
を
市

に
つ
な
い
で
い
る
。
財
政
が
厳
し
い

中
、
こ
の
２
つ
の
相
談
窓
口
は
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

市
長　

市
民
相
談
室
は
、
市
の
広

聴
業
務
を
担
い
、
市
民
の
意
見
を
デ

ー
タ
と
し
て
蓄
積
、
分
析
し
て
い

る
。
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能

を
発
展
さ
せ
た
い
。
ま
る
育
サ
ポ
ー

ト
は
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有

す
る
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
よ
り
一
層
の
機
能
強
化
を
図
り
、

子
育
て
世
帯
の
相
談
に
答
え
た
い
。

　

神
田
議
員　

本
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
相
談
件
数
と
推
移
、
内
容
及
び

そ
れ
ら
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

市
長　

本
市
の
児
童
虐
待
の
延
べ

件
数
は
４
２
２
件
で
、
前
年
度
の
３

６
３
件
と
比
較
し
て
59
件
、
率
に
し

て
16
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
児
童
虐
待
延
べ
件
数
と
し
て

過
去
最
多
を
記
録
し
た
平
成
25
年
度

の
４
５
４
件
に
次
ぐ
数
字
で
あ
り
、

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

こ
の
為
、
子
育
て
支
援
課
に
設
置

し
て
い
る
家
庭
児
童
相
談
室
を
中
心

に
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え

て
い
る
家
庭
に
対
し
、
実
情
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
対
応
を
心
が
け
な
が

ら
、
適
切
な
助
言
や
指
導
を
行
う
こ

と
で
児
童
虐
待
に
発
展
し
か
ね
な
い

状
況
を
未
然
に
防
止
し
た
い
。

　

四
国
市
議
会
議
長
会
第
79
回
定
期

総
会
に
お
い
て
、
永
年
勤
続
者
と
し

て
本
市
議
会
よ
り
６
名
の
議
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
期
定
例
会

で
表
彰
状
を
伝
達
し
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

《
議
員
在
職
12
年
》　

三
宅　

真
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

恭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

光
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
橋　

清
信

《
議
員
在
職
８
年
》　

加
藤　

正
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

圭
之

Ａ
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次
回
の
定
例
会
は
９
月

上
旬
に
開
会
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

請
願
・
陳
情
は
、
市
民
の
意
見
や
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
権
利
で
す
。

　

市
議
会
へ
請
願
・
陳
情
を
提
出
さ
れ
よ
う
と
す
る
方
は
、
次
の
要
領
で
作
成

し
、
議
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
複
写
し
た
も
の
で
は
な
く
原
本
）。

●
件
名
、
趣
旨
、
理
由
、
提
出
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
（
法
人
や
団
体
の
場

合
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
）
を
書
い
て
押
印
し
、
あ
て
先
は
丸
亀
市

議
会
議
長
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
請
願
（
陳
情
）
者
が
２
人
以
上
の
と
き
は
、
代
表
者
を
決
め
て

く
だ
さ
い
。

●
請
願
に
は
、
１
人
以
上
の
紹
介
議
員
を
必
要
と
し
、
そ
の
署
名
・
押
印
が

必
要
で
す
（
陳
情
に
は
紹
介
議
員
は
不
要
）。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
者
は
、
議
会
で
趣
旨
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
議
会
基
本
条
例
第
10
条

第
１
項
）。

●
場
所
等
を
明
示
す
る
場
合

は
、
必
要
に
応
じ
て
略
図

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
務
処
理
の
都
合
上
、
用

紙
の
大
き
さ
は
A
4
版
で

お
願
い
し
ま
す
。

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
定
例
会
開
会
の
５
日

前
ま
で
に
提
出
い
た
だ
い

た
も
の
は
、
原
則
と
し
て

そ
の
定
例
会
中
に
審
査
さ

れ
ま
す
。

永
年
勤
続
６
名
に

表
彰
状
を
伝
達

永
年
勤
続
６
名
に

表
彰
状
を
伝
達

虐待かもと思ったら

189番にかけると
お近くの児童相談所につながります。

児童相談所全国共通ダイヤル

☎1
いち

8
はや

9
く



（左より）　岡田、福部、真鍋、香川
　　　　　　加藤、国方、山本、川田

（左より）　水本、多田、大西、武田
　　　　　　内田、横田、松浦、大前

（左より）　小橋、片山、神田、竹田
　　　　　　東、中谷、横川、三宅
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市庁舎及び市民会館整備等特別委員会

行財政改革特別委員会

議会改革特別委員会

本市の重要な課題及び議会改革について
審査・調査を行うため、6月5日の本会議に
おいて３つの特別委員会を設置しました。３特別委員会を設置

編
集
後
記

　
丸
亀
城
の
北
側
で
建
物
解
体
中
の

作
業
員
二
人
に〝
あ
る
人
〞が
尋
ね
た
。

「
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
。

　
す
る
と
、
一
人
の
作
業
員
が
答
え

た
。

「
古
い
建
物
を
解
体
し
て
い
る
だ
け

さ
」
と
。
さ
ら
に
も
う
一
人
の
作
業

員
が
「
こ
の
建
物
を
解
体
し
た
後

は
、
大
勢
の
人
達
に
利
用
さ
れ
る
、

す
ば
ら
し
い
建
物
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
に
作
業
し
て
い
る
ん
だ
」
と
誇

ら
し
げ
に
笑
顔
で
答
え
た
。

　
確
か
に
、
解
体
跡
地
に
は
立
派
な

建
物
が
完
成
す
る
。

　
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
事

は
、
そ
の
建
物
を
利
用
す
る
人
の
心

が
、
笑
顔
で
答
え
た
作
業
員
に
負
け

な
い
く
ら
い
に
、
誇
ら
し
く
思
え
る

一
人
一
人
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
改

め
て〝
あ
る
人
〞は「
笑
顔
の
作
業
員

か
ら
教
わ
っ
た
な
」と
つ
ぶ
や
い
た
。

　
世
の
中
に
は
変
わ
る
も
の
、
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
し
か
し
決
し
て
変
わ
っ
て
は
い
け

な
い
も
の
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
私
た
ち
オ
ー
ル
丸
亀
一

人
一
人
が
持
つ
丸
亀
市
民
と
し
て
の

「
誇
り
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

広
報
広
聴
委
員
長
　
水
本
徹
雄

　市庁舎及び市民会館に関する整備のあり方などについ
て、まちづくりの観点から一体的に審査し、整備促進を目
指します。
■選任された委員　　　　　　 （◎委員長　○副委員長）
　◎国方　功夫　○山本　直久
　　岡田　　剛　　香川　　勝　　川田　匡文
　　真鍋　順穗　　加藤　正員　　福部　正人

　効率的かつ効果的な行政運営の確立及び財政基盤の強化
による持続可能な体制の構築を目指して、議会として積極
的に取り組みます。
■選任された委員　　　　 　　（◎委員長　○副委員長）
　◎横田　隼人　○松浦　正武
　　武田　孝三　　大西　　浩　　多田　光廣
　　大前　誠治　　内田　俊英　　水本　徹雄

　より市民にわかりやすい開かれた議会を目指し、これま
で行ってきた調査・研究を引き続き行い、さらなる議会改
革に取り組みます。
■選任された委員　　　　　 　（◎委員長　○副委員長）
　◎横川　重行　○中谷真裕美
　　竹田　英司　　東　　由美　　神田　泰孝
　　三宅　真弓　　小橋　清信　　片山　圭之




